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　７月４日（木）午後７時から、中央公民館で開催しました。

　議員と語ろう４回目となる今回は、17人に参加いただきました。

　今年度は「安全なまちづくりについて」を大きなテーマに設

け、防災・防犯・生活の３つに分け、住民の皆さんに好きなテー

ブルに座っていただきました。（防災３人、防犯４人、生活10人）

　第１ラウンドでは「不安に思っていること」、第２ラウンドで

は「解消するにはどうすればよいか」について会話を広げました。

防災：不安に思っていること

・家庭での備品の確保が不十分
・�家族との防災会議が行われていない
・町民の防災意識が低い
・避難所の運営が不安
・避難所の水の確保は何日分か

防犯：不安に思っていること

・空き家が多い
・空き地の管理
・高齢者の一人暮らしが多い
・近隣に関心がない
・町全体に街灯や防犯灯が少ない

生活：不安に思っていること

・車の運転ができなくなること
・買い物難民にならないか
・�自治区の加入者が少なくなっている

生活：不安に思っていること

・�自治区ごとに取り組むことに限界
がある
・介護保険料や保険料
・�安全に遊べる、スポーツをする公
園がない
・通学路の安全確保
・学校内の安全確保

解消するにはどうすればよいか

・�避難所の備品だけでなく、個人で
の備蓄も必要
・�地域全体で防災意識を高められる
ようにする
・�地域の行事に防災訓練を取り入れる

解消するにはどうすればよいか

・�空き家の草刈りを役場から持ち主
に伝えて刈ってもらう
・地域コミュニティの強化
・近所の関りが多いと防犯につながる
・�街灯や防犯灯を増やす働きかけを
する

解消するにはどうすればよいか

・免許返納者に継続的に補助
・地域の方で運転する
・自治区加入のメリットを伝える

解消するにはどうすればよいか

・�子ども会の活性化や区長の役割軽減
・健康寿命を延ばす
・使わない公園の有効活用
・歩車分離にする
・防犯カメラの設置

2住民懇談会報告



宮原さん橋内さん

佐藤さん 松下さん

議会住民懇談会「議員と語ろう」
報告書を作成しました。岡垣町
議会ホームページで検索、また
は右記QRコードからご覧いた
だけます。

Ｑ�懇談会はどうでした？

・良かった　 13人

・悪かった　　０人

・無記入　　　４人

理由

・�心の中にある意見が出せて楽し
かった

・�議員と住民が意見や知恵を出し
合い、町政に役に立つ課題がよ
く理解できた

・�参加者が少なかった。PR不足
ではないか。町民の町政に対し
て意識が低い

▼その他気付いた点はありますか？

・�自治区により温度差があるので、意見を
吸い上げてもらいたい

・�もう少し多くの方が参加してもらえるよ
うに、懇談会をPRしてほしい

・�なかなかこの楽しさが伝えられないのが
じれったい

Ｑ�また参加したい？

・参加したい　　 14人

・参加したくない　０人

・無記入　　　　　３人

理由

・�町政に対して関心を持っている

・�いろんな人と知り合いになれ
る。他の地域の状況がわかる

・�住民の要望や課題について、議
員に伝えることができる

Ｑ�今後も開催してほしい？

・参加したい　　 13人

・参加したくない　０人

・無記入　　　　　４人

理由

・�町議会議員全員が参加して、住
民の要望を聞くことができる

・�なかなかこういう機会がないので

・�町内のさまざまな問題が理解で
きる。町民としてとても勉強に
なる

▼議会から
　参加された皆さんから、多くのご意見やご要望が出されました。
　これらの貴重な声を報告書にまとめ、議会では９月 13 日の全

員協議会で、平山正法議会広報常任委員会
委員長が内容について説明を行い、議員全
員で共有しています。

　 また、１つでも多く実現できるよう、町長
に報告書を提出し説明を行います。

住民の参加が少なかったです。
住民と執行部、議会が三位一
体となって、持続可能なまち
づくりを目指して町政に取り
組むべきだと考えます。

自分の意見を直接議員に伝え
ることができて良かったです。
もっと参加者が多ければ。

初めて参加しました。いろん
な意見交換ができ、今後につ
ながるやるべきことが分かっ
てきました。

有効に開催されるように、周
知を工夫してほしい。違う立
場の意見を聞けてよかった。
今回の内容を町に働きかけて
ほしい。

アンケートの結果を紹介

令和６年度 岡垣町議会住民懇談会
「議員と語ろう」を開催しました
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Q　�寄附額が減少した理由は何か。
A　�昨年 10月に運用が厳格化され、事務費の負担が
増えた。また、異常気象による生育不良であまお
うの品質が悪化したため。

Q　�産後ケア宿泊型の利用件数が令和４年度に比べ
て 34件増えた理由は。

A　�令和４年度は、利用のたび役場に申請が必要だっ
たが、令和５年度は初回申請だけでよくなり、
予約がしやすくなったためと思われる。

Q　�物価高への対応、公共施設の更新に取り組んで
きたが、これからの財政面に対する考え方は。

A　�学校施設の整備など公共施設の更新により地方
債残高が増加する見込みだが、その影響を注視
しながら、健全な財政運営に努めていく。

Q　�歯周病検診受診率が 6.3%と低いが、今後、受
診率を向上させる取り組みを考えているのか。

A　�令和 6年度から対象者が 20 歳以上の方から 10
歳ごとに変わった。対象者に案内を送付してお
り、自己負担額は 600 円となっている。また、
年１回歯科保健講座を開催しており、今後もこ
の取り組みを継続していく。

おかがき応援寄附金

産後ケア

持続可能なまちづくり

歯周病検診

○今後のまちづくり

○子育て・健康

予算がどのように執行されたかチェック

■監査意見３つのポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■会計別決算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Point１ 
予算の目的に沿った執
行がなされており、計
数についても誤りはな
く正確である。 

Point２ 
実質単年度収支は、赤字となってい
るが、前年度の実質収支が大きくな
っていたことによるものであるた
め、財政状況が悪くなったとはいえ
ない。 

Point３ 
最小の経費で最大の効果を上げら
れるよう、効果的な執行と検証を
行い、持続可能な財政基盤の確立
と魅力あるまちづくりに取り組む
よう要望する。 

過去５年間のおかがき応援寄附金の推移（単位/万円） 

 
※令和４年度以降は一般寄付金含む 
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区分 収入額 支出額 差引額 

一般会計 133億 1787万 7506 円 127億 3812万 8611 円 5億 7974万 8895 円 

特
別
会
計 

国民健康保険事業 34億 5604万 5004 円 32億 2762万 5526 円 2億 2841万 9478 円 

後期高齢者医療 6億 4351万 9904 円 6億 1627万 4176 円 2724万 5728 円 

公
営
企
業
会
計 

水道事業 

収益的収支 6億 2227万 1536 円 5億 4522万 7729 円 7704万 3807 円 

資本的収支 1億 6575万円 4億 2949万 2461 円 ─ 

下水道事業 

収益的収支 9億 302万 3733円 8億 6089万 171円 4213万 3562 円 

資本的収支 2億 2552万 8100 円 5億 1322万 7260 円 ─ 

 
 
 
 
 
 

足腰の強化
さらなる工夫を

過去５年間のおかがき応援寄附金の推移（単位 /万円）

決算の審議は議員全員で行っているよ。13人がチェック
しているから審議時間も長いんだ！
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令和５年度

決算
認定

Q　�兼業農家が減少し、農道やため池の管理維持が難
しくなっているが、町はどのように考えているか。

A　�センチピートグラス吹き付けなどの支援をはじめ、ラ
ジコン式草刈機の
活用によって、農
作業の効率化、農
業者の負担軽減を
図っていただきた
いと考えている。

Q　�町のおいしい水のブランディングはできている
が、各家庭で飲まれている水道水はどうか。

A　�厚生労働省の
おいしい水の
基準を満たし
ているため、
おいしく安心・
安全である。

■監査意見３つのポイント

Q　�現在の自治区加入率は 78.3% である。令和 12
年までに 88％を目指しているが、どのように取
り組んでいくのか。

A　�広報紙の配布を事業者に委託するなど、自治区
の負担軽減に取り組むとともに、加入率の向上
に向けた取り組みを自治区長会とともに検討し、
実施する。

Q　�自治区で草刈りができないという声が出ている
が、その場合は町がシルバー人材センターに委
託し、草刈りをしてくれるのか。

A　�現在、町が管理し
ている公園と自治
区が管理している
公園があるが、ど
うしても困難な場
合は、町へ相談を。

Q　�北斗の拳とコラボをしたが、経済効果はどれく
らいあったのか。

A　�テレビやラジオ放送
の他に、民間事業者
にも協力をいただ
いた。そのため、町
外・県外の方も来
てくださり、予想以
上の効果があった。

ため池の土手の草刈り

おいしい水

自治区の加入率

公園の草刈り

北斗の拳

○環境整備

○町の PR

○取り組んでいる課題

住み続けたいまちへ！
 一般会計 127 億 3812 万円

Point１
予算の目的に
沿った執行が
なされており、
計数について
も誤りはなく
正確である。

Point２
実質単年度収
支は、赤字と
なっているが、
前年度の実質
収支が大きく
なっていたこ
とによるもの
であるため、
財政状況が悪
くなったとは
いえない。

Point３
最小の経費で
最大の効果を
上げられるよ
う、効果的な
執行と検証を
行い、持続可
能な財政基盤
の確立と魅力
あるまちづく
りに取り組む
よう要望する。
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更生会ふれ愛の郷の一部を賃借して学童保
育所を運営します。

Q　�なぜ更生会ふれ愛の郷の一部を賃借することに
したのか。

A　�拡充策として、新たに建設するほか、将来的な
利用者減も見据え既存施設の活用も検討してい
たところ、学校に近い更生会ふれ愛の郷を賃借

できること
となったた
め。この補
正予算は必
要な備品を
購入するた
めのもので
ある。

フィットネスジムの空調設備が故障したた
め、機器を更新します。

Q　�故障の原因は何か。
A　�調査したところ外的要因はなく、耐用年数を超
えているため老朽化によって動かなくなった。

Q　�金額が大きいが、その理由は。
A　�室外機の搬出時に特別な工事が必要なため、高
額になっている。

海老津小学校
第 3 学童保育所の設置準備
 197 万円

サンリーアイ改修工事
 2300 万円

■令和６年度　一般会計補正予算

■会計別決算

区分 収入額 支出額 差引額

一般会計 133億 1787万 7506円 127億 3812万 8611円 5億 7974万 8895円

特
別
会
計

国民健康保険事業 34億 5604万 5004円 32億 2762万 5526円 2億 2841万 9478円

後期高齢者医療 6億 4351万 9904円 6億 1627万 4176円 2724万 5728円

公
営
企
業
会
計

水道事業
収益的収支 6億 2227万 1536円 5億 4522万 7729円 7704万 3807円

資本的収支 1億 6575万円 4億 2949万 2461円 ─

下水道事業
収益的収支 9億 302万 3733円 8億 6089万 171円 4213万 3562円

資本的収支 2億 2552万 8100円 5億 1322万 7260円 ─

※公営企業会計は税込みの金額です。資本的収支の不足分は、公営企業の内部留保資金で補っています。
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マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）へと移行される
ため、12月２日から保険証の発行ができなくなります

●岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例
●福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について

Q　�現在持っている被保険者証は、いつまで利用できるのか。

A　�経過措置として、１年間は被保険者証を有効期限内であれば使用ができる。国民健康保険
と後期高齢者医療の多くの方は有効期限が令和７年７月末までとなっているため、７月末
まで使用できる。令和７年８月以降、マイナ保険証を持っていない（紐づけしていない）
方については、資格確認書を町からお送りする。

Q　�マイナ保険証への移行は時期尚早ではないか。また、マイナ保険証への移行で、かなりの
住民が困惑してしまい、医療機関や役場は混乱すると予測されるが、どのように考えてい
るのか。

A　�マイナ保険証への移行は、法律で定められており、国が行っているため、１つの自治体の
首長としては反対できない。岡垣町ができることは、住民に迷惑がかからないように周知
していくことである。そのため、マイナ保険証に切り替わっていく旨を周知していきたい
と考えている。

保険証の廃止に伴う条例改正

■住民の皆さんが気になる今回の条例改正をピックアップ

反 

対
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で
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。
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る
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委員会で出た主な意見

資格確認書
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令和５年度

岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について

　

岡
垣
町
と
北
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の
拳
の
コ
ラ
ボ

で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
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な
ど
を
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一
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テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
お
か
が
き
子

育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
施
策
も

好
評
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
学
校
施
設
の
適
正
配

置
や
野
間
ラ
ン
プ
か
ら
の
県
道
早

期
開
通
・
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
取

り
組
み
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
岡

垣
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

川か
わ

地ち

　
啓け

い

輔す
け

　
議
員

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

　

実
質
単
年
度
収
支
は
約
１
億
６

百
万
円
の
赤
字
で
あ
る
が
、
財
政

構
造
を
見
る
と
基
金
の
積
み
立
て

は
約
３
億
６
千
３
百
万
円
の
増

加
。
一
方
、
地
方
債
は
元
利
償
還

か
ら
、
残
高
は
約
２
億
８
千
９
百

万
円
が
減
少
し
て
お
り
、
健
全
な

財
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果

で
あ
る
。
歳
出
で
は
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や
物
価
高

騰
対
策
、
文
化
の
拠
点
で
あ
る
サ

ン
リ
ー
ア
イ
の
改
修
、
子
育
て
支

援
施
策
等
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
課
題

で
あ
る
教
育
施
設
な
ど
の
老
朽
化

対
策
、
海
老
津
駅
周
辺
整
備
計
画

の
事
業
の
促
進
や
中
西
部
地
域
の

活
性
化
の
推
進
、
農
林
水
産
業
の

振
興
等
、
今
後
の
財
政
需
要
を
視

野
に
入
れ
た
決
算
と
評
価
し
、
賛

成
す
る
。

広ひ
ろ

渡わ
た
り

　
輝て

る

男お

　
議
員

弾
力
的
な
決
算

　

令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

し
、
地
域
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

町
で
は
、
国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ

ス
の
４
車
線
開
通
や
岡
垣
町
歴
史

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
新
設
、
い
ち
ご
食

堂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、

北
斗
の
拳
と
の
コ
ラ
ボ
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
新
し
い
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
前
年
に
比

べ
、
町
民
税
が
増
加
し
て
い
る

が
、
物
価
高
騰
対
策
に
も
取
り
組

み
、
住
民
に
直
結
す
る
分
野
の
予

算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
住
み
や
す
い
環
境
を
維
持

し
て
い
き
た
い
と
の
町
の
姿
勢
で

あ
り
、
評
価
す
る
。
大
い
に
岡
垣

町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
町
政
運
営
を
行
う
こ
と
を

求
め
て
賛
成
す
る
。

三み

隈く
ま

千ち

恵え

子こ

　
議
員

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
評
価

8討論



　

一
般
会
計
決
算
の
基
金
は
約
３

億
６
千
３
百
万
円
増
加
し
、
基
金

残
高
は
約
57
億
７
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
町
長
が
目
指
し
て
い
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
へ
の
取
り
組
み

に
十
分
対
応
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
来
の
物
価

高
対
応
、
社
会
保
障
費
の
増
大
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
等
の
増

加
、
今
後
を
見
据
え
た
学
校
施
設

の
適
正
配
置
に
よ
る
新
た
な
投
資

も
考
え
ら
れ
る
。
将
来
に
備
え
て

足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立
は

必
須
。
ま
た
、
基
金
残
高
増
加
の

要
因
の
一
つ
、
お
か
が
き
応
援
寄

附
金
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
工
夫
し
て
増
加
に
務
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

気
に
な
る
課
題
が
３
点
あ
る
。

１
点
目
は
、
駅
周
辺
開
発
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
住
民
へ
の

適
切
な
説
明
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
と
考
え

る
。
２
点
目
は
、
自
治
区
加
入
率

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
社
会
の
活
性
化
に
と
っ
て
深

刻
な
課
題
で
あ
り
、
向
上
さ
せ
る

に
は
大
き
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

３
点
目
は
、
民
生
費
が
毎
年
増
額

し
て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
に

お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

一
方
、
職
員
研
修
が
丁
寧
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
業
務
の
質
が

向
上
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
が
る
こ
と
を
さ
ら
に
期
待

し
賛
成
す
る
。

　

歳
入
は
前
年
度
よ
り
、
約
３
億

２
千
２
百
万
円
増
、
歳
入
の
町
税

の
増
加
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理

解
と
協
力
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
歳
出
は
前
年
度
よ
り

約
４
億
８
千
３
百
万
円
増
で
あ
る
。

お
か
が
き
応
援
寄
附
金
は
、
前
年

度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
令
和

６
年
８
月
お
か
が
き
Ｐ
Ｒ
課
に
特

産
品
係
が
新
設
さ
れ
、
今
後
に
期

待
す
る
。
公
共
施
設
や
学
校
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
改
修
工

事
等
約
２
億
円
の
増
が
要
因
で
も

あ
る
。
安
心
で
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
は
必
要
な
経
費
と
判
断
す

る
。
財
政
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い

る
が
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
な

さ
れ
、
実
現
で
き
た
こ
と
を
大
き

く
評
価
し
賛
成
す
る
。

　

念
願
で
あ
っ
た
国
道
３
号
岡
垣

バ
イ
パ
ス
４
車
線
が
全
線
開
通
し

た
こ
と
、
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
よ
り
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設

開
設
に
道
筋
を
つ
け
た
こ
と
な
ど

は
、
幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

学
校
施
設
適
正
配
置
、
公
共
施

設
総
合
管
理
な
ど
、
今
後
進
む
施

設
の
見
直
し
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
し
た
た
か
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を
求

め
た
い
。

　

住
民
満
足
度
は
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
、
住
民
が
納
得

し
共
感
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
こ
そ
が
幸
福
感
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、

引
き
続
き
、
住
民
が
望
む
ま
ち
づ

く
り
を
求
め
賛
成
す
る
。

太お
お

田た

　
強つ

よ
し

　
議
員

安あ

里さ
と

　
雅ま

さ

恵え

　
議
員

廣ひ
ろ

渡わ
た
り

　
裕ゆ

う

次じ

　
議
員

三み

　す
み角

　
善よ

し

　ひ
こ彦

　
議
員

足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
期
待

積
極
的
な
取
り
組
み
を
評
価

幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

 

議員が討論した定例会最終日の録画中継は 

右のQRコードから視聴できます  

 

議員が討論した定例会最終日の録画中継は 

右のQRコードから視聴できます  
 

議員が討論した定例会最終日の録画中継は 

右のQRコードから視聴できます  

議員が討論した定例会最終日の録画中継は
右のQRコードからYouTubeで視聴できます
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内　　　容 結果

三
角　

善
彦

細
山
田　

修

安
里　

雅
恵

三
隈
千
恵
子

廣
渡　

裕
次

川
地　

啓
輔

谷
口　

貴
之

横
山　

貴
子

平
山　

正
法

神
崎　

宣
昭

太
田　
　

強

広
渡　

輝
男

森
山　

浩
二

第
３
回
定
例
会

岡垣町東部出張所設置条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町保育所設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例 賛成多数 
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

岡垣町立体育施設の設置及び管理に関する条例及び岡垣町陶芸
所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について 賛成多数 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 賛成多数 
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数 
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 可決及び 
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について 可決及び 
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町中央公民館外壁等改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について 報告 － － － － － － － － － － － －
令和５年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化スポーツ振興
財団決算報告について 報告 － － － － － － － － － － － －

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 報告 － － － － － － － － － － － －
報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日付 会議等 議題等
7月4日 住民懇談会 安全なまちづくりについて
7月8日 文教厚生 福祉について　他
７月10日�
～12日 議会広報 行政視察（滋賀県東近江市、奈良県王

寺町、大阪府八尾市）
7月23日 議会広報（協） 住民懇談会について

7月24日 視察研修 航空自衛隊芦屋基地滑走路延長工事に
伴う現地視察

７月31日�
～8月2日 文教厚生 行政視察（兵庫県相生市、奈良県橿原市、

奈良県生駒市）
8月19日 研修会 議運・常任委員長・副委員長研修
8月22日 議会運営 第3回定例会運営
9月5日�
～ 20日

第3回定例会
（16日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会

9月26日 議会広報 議会だより編集
10月1日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

次回定例会は
11月 26日（火）

開会の予定です
傍聴または議会中継でどうぞ

10議決の状況・議会の動き
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容

11 谷口　貴之
◇１．これからのまちづくりについて
　２．中学校の部活動について
　３．体育授業について

12 安里　雅恵 　１．困難な問題を抱える女性への支援について

12 横山　貴子 　１．プレコンセプションケアについて
◇２．帯状疱疹ワクチンについて

13 平山　正法 　１．熱中症対策について
◇２．子どもが安心して暮らせるまちづくりについて

13 太田　　強
　１．岡垣町第６次総合計画について
◇２．岡垣のおいしい水について
◇３．「マイナビ　ツール・ド・九州2024」について

14 三角　善彦 　１．暮らしの満足度を高める取組について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

谷
口

本
町
で
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
休

日
の
部
活
動
を
地
域
移
行
す
る
こ
と
が
基
本

と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、「
部
活
が

な
く
な
る
」な
ど
の
噂
が
保
護
者
の
不
安
を
あ

お
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
保
護
者
、
生
徒
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
、
受
け
皿
な
ど
が
確
保
さ
れ
た
部
活

動
か
ら
移
行
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
８
月
に
第
１
回
目
の
部
活

動
地
域
移
行
検
討
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
中
学
生
だ
け
で
は
な
く
今
後
中
学
へ
入

学
す
る
児
童
、
保
護
者
な
ど
に
お
い
て
関
心

が
高
い
事
項
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
な
ど
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
な
情
報
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

谷
口

今
年
の
夏
も
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が

発
令
さ
れ
、
体
育
の
授
業
が
中
止
も
し
く
は

教
室
に
て
体
操
だ
け
、
と
い
う
こ
と
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
体
育
の
授
業
を
、
気
温
が
上

が
り
き
っ
て
い
な
い
午
前
中
に
移
動
す
る
こ

と
や
、
体
育
館
に
熱
中
症
対
策
を
し
て
の
授

業
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
体
育
館
の
空
調

に
つ
い
て
、
前
回
の
質
問
か
ら
の
進
捗
状
況

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

近
年
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る

状
況
の
長
期
化
な
ど
、
高
温
化
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
体
育
館

で
の
空
調
設
備
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
他
自
治
体
の
状
況
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
整
備
手
法
や
効

果
、
金
額
な
ど
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

町
長
部
局
と
し
っ
か
り
協
議
を
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議員教育長
部
活
動
地
域
移
行
は

保
護
者
へ
丁
寧
な
説
明
、
情
報
の

周
知
を
し
て
い
く

谷
たに

口
ぐち

　貴
たか

之
ゆき

 議員
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安
里

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
に
関
す
る
法
律
が
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
困
難
な
問
題
を
抱

え
る
女
性
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
市
町
村
は
相
談
窓
口
の
設

置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町

は
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

町
長

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
か
ら
の

相
談
に
限
ら
ず
、
本
館
２
階
南
側
に
福
祉
関

連
分
野
の
担
当
課
を
集
約
し
、
各
課
が
連
携

し
て
相
談
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
い
て
、
複
雑
化
・

複
合
化
し
た
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
新

た
に
窓
口
を
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
現
行

の
体
制
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
里

こ
の
法
律
で
は
、
女
性
相
談
支
援
員

を
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
事
務
所

に
設
置
し
、
対
象
者
の
援
助
等
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。
市
町
村
は
女
性
相
談
員
を
置
く

こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣

町
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

町
長

女
性
相
談
支
援
員
の
配
置
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
相
談
受
付
体
制
・
支

横
山

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
思

春
期
以
降
の
男
女
が
現
在
の
体
の
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
将
来
の
妊
娠
や

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
、
日
々
の
生
活
や
健

康
づ
く
り
と
向
き
合
い
、
妊
娠
・
出
産
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
早
い
段
階
か
ら
、
自
分
の
体

へ
の
健
康
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

町
長

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
心

と
体
の
健
康
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
若
い
う
ち
か
ら
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
適
し
た
健
康
管
理
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

現
在
や
将
来
の
健
康
増
進
に
加
え
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
周

知
・
啓
発
に
加
え
て
効
果
的
な
施
策
を
検
討

し
、
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

横
山

若
い
世
代
、
と
り
わ
け
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
が
早
い
う
ち
に
性
に
関
す
る
正
し

い
知
識
や
、
自
分
自
身
の
心
と
体
の
健
康
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
大
事
で
あ
り
、
命
の
尊

さ
や
自
尊
心
を
高
め
る
と
い
っ
た
深
い
学
び

に
つ
な
が
り
ま
す
。
学
校
で
の
プ
レ
コ
ン
セ

援
体
制
の
中
で
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
里

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
中
に

は
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。
周

知
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
女
性
の
人

権
に
関
す
る
相
談
先
等
を
掲
載
し
、
女
性
が

困
難
な
問
題
を
抱
え
た
場
合
に
相
談
で
き
る

窓
口
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
厚
生
労
働
省
が
支
援
情
報
や

自
治
体
の
無
料
相
談
窓
口
を
掲
載
し
て
い
る

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
あ
な
た
の
ミ
カ
タ

に
、
町
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
掲
載
し
て
周

知
を
行
い
ま
す
。

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

現
在
、
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る

生い
の
ち命

の
安
全
教
育
の
方
向
性
と
同
様
と
捉
え

て
い
ま
す
。
県
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

町
長
部
局
と
連
携
し
、
各
学
校
に
対
し
確
実

に
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
た
い
で
す
。
そ
の

上
で
、
外
部
の
専
門
家
や
関
係
者
の
協
力
、

保
護
者
の
理
解
・
協
力
も
得
な
が
ら
、
子
ど

も
の
発
達
状
況
に
応
じ
た
確
実
な
指
導
を
進

め
る
よ
う
指
導
助
言
に
努
め
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
対
応
は

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進
は

現
行
の
体
制
を
継
続
す
る
と
と
も
に

周
知
を
図
る

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
進
め
る

横
よこ

山
やま

　貴
たか

子
こ

 議員

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員
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平
山

本
年
４
月
、
気
候
変
動
適
応
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
熱
中
症
対

策
と
し
て
冷
房
が
効
い
た
部
屋
を
開
放
す
る

指
定
暑
熱
避
難
施
設
の
設
置
が
全
国
各
地
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
で
も
公
共
施

設
に
指
定
暑
熱
避
難
施
設
の
導
入
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
や
町
立
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
は
、
夏
季
開
館
中
、
冷
房

設
備
が
稼
働
し
て
お
り
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
は

常
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公
共
施

設
は
、
す
で
に
指
定
暑
熱
避
難
施
設
と
同
様

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と

を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
指
定
暑
熱
避

難
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を
行

い
ま
す
。

平
山

最
高
気
温
が
35
度
の
猛
暑
日
に
達
す

る
日
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
子
ど
も

た
ち
は
自
宅
か
ら
水
筒
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
で
は
夏
休
み
前
か
ら
厳
し
い

暑
さ
に
な
る
た
め
、
自
宅
か
ら
水
筒
を
持
参

し
て
も
飲
み
干
し
て
し
ま
い
、
下
校
時
に
は

足
り
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
飲
料
水
を
補
充
で
き
る
よ

う
、
小
中
学
校
で
の
飲
料
水
の
提
供
体
制
が

太
田

町
長
は
就
任
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
計
画
で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
５
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
長
期
間
に
及
ぶ
小
中
学
校
の
臨

時
休
校
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
へ
の
整
備
、

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
町
独
自
の
経

済
政
策
や
住
民
へ
の
生
活
支
援
の
実
施
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
計
画
の
実
現
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
施
策
の
進
捗
状
況
は
、
毎
年
、

決
算
時
に
総
合
的
な
評
価
を
行
っ
て
お
り
、

お
お
む
ね
良
好
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

太
田

昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
多

様
化
す
る
住
民
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
か
じ
取
り
が
大
変
難
し

い
時
代
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
第
６
次
総
合

計
画
で
推
進
さ
れ
た
施
策
に
対
す
る
思
い
を

伺
い
ま
す
。

町
長

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
も
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
立
地
適
正
化
計
画
を

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長

飲
料
水
の
確
保
は
、
学
校
ご
と
に

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
気
候
状
況
に

お
い
て
、
水
分
補
充
の
環
境
整
備
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
体
調
管
理
な
ど
を
行
い
、
体
調
不
良
や

水
筒
の
飲
料
水
が
不
足
し
た
と
き
は
、
教
職

員
な
ど
に
申
し
出
る
こ
と
な
ど
を
指
導
す
る

よ
う
学
校
に
助
言
し
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
面

な
ど
に
配
慮
し
た
冷
水
器
の
設
置
も
含
め
、

学
校
と
調
査
研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水
の
保
全
や
太

陽
光
発
電
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
本
町

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
３
号
岡
垣

バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
や
町
民
の
要
望
が
大
き

か
っ
た
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
誘
致
も
決
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
住
民
一
人
一

人
の
満
足
度
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

指
定
暑
熱
避
難
施
設
の
導
入
を

第
６
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
は

今
後
検
討
す
る

お
お
む
ね
良
好
と
評
価
し
て
い
る

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

太
おお

田
た

　強
つよし

 議員
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

�

７
／
８

子
ど
も
た
ち
の

�

成
長
の
た
め
に

［
視
察
先
：
岡
垣
東
中
学
校
］

　
外
壁
工
事
の
施
工
状
況
と

 

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た
授
業

　

校
舎
外
壁
と
渡
り
廊
下
改
修
工
事
後

の
現
況
と
、
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
授
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使

い
方
に
も
慣
れ
た
様
子
で
、
与
え
ら
れ

た
課
題
を
検
索
し
た
り
、
考
え
を
ま
と

め
る
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
太
陽
の
光
に
よ
っ
て
電
子
黒
板
の

画
面
が
見
え
づ
ら
い
よ
う
で
し
た
。
遮

光
カ
ー
テ
ン
の
設
置
な
ど
、
対
策
が
速

や
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
教
育
委
員
会
へ

要
望
し
ま
し
た
。

［
視
察
先
：
更
生
会
ふ
れ
愛
の
郷
く
す
の
き
］

　
送
迎
時
の
安
全
対
策
と

 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援

　

送
迎
バ
ス
に
取
り
残
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
が
外
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

安
全
装
置
ブ
ザ
ー
の
設
置
状
況
を
確
認

三
角

形
の
な
い
住
民
の
幸
福
度
に
つ
い

て
、
毎
年
住
民
意
識
調
査
を
行
い
、
定
量
的

に
把
握
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
次
年
度
以
降

の
施
策
立
案
に
生
か
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

町
長

現
時
点
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

回
答
数
が
少
な
く
、
十
分
な
デ
ー
タ
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
、
地
域
幸
福
度
指
標
も
含
め

た
様
々
な
指
標
や
統
計
デ
ー
タ
の
有
効
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三
角

岡
垣
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
に

つ
い
て
、
要
綱
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
の

位
置
付
け
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

食
材
購
入
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
対
象
に
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

町
長

子
ど
も
食
堂
開
設
等
支
援
事
業
補
助

金
は
、
食
材
購
入
費
に
つ
い
て
、
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
他
の
公
的
支
援
と
重
複
す
る
と

の
観
点
か
ら
補
助
対
象
外
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
食
堂
の
役
割
の
変
化
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
補
助
対
象
経
費
の

在
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

三
角

保
護
者
と
取
り
組
む
探
求
学
習
に
よ

り
、
課
題
解
決
能
力
を
育
む
こ
と
が
期
待
で

き
る
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を
求
め
ま
す
。

教
育
長

平
日
が
休
み
で
あ
る
保
護
者
は
、

土
日
に
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に
体

験
的
な
学
び
を
行
い
や
す
く
す
る
こ
と
は
、

一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
導
入

に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
を
含
め
幅
広
く
理
解
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
単

位
の
制
度
化
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

福
岡
県
教
育
委
員
会
の
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議員教育長
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を

県
単
位
の
制
度
化
が
望
ま
し
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
送
迎
担
当
者
や
ス

タ
ッ
フ
の
間
で
子
ど
も
た
ち
の
点
呼
確

認
や
欠
席
な
ど
の
情
報
共
有
が
丁
寧
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
日
は
と
て
も
暑
く
、
水
遊

び
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
く
す
の
き

で
は
、
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や

そ
の
保
護
者
に
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
発
達
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

�

委
員
長　

横
山　

貴
子

三
み

角
すみ

　善
よし

彦
ひこ

 議員

ラーケーションの導入を！！

校長・教頭先生が対応してくださいました

14町政を問う　一般質問・委員会活動報告



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

�

７
／
31
▼
８
／
２

誰
も
が
元
気
で
自
分
ら
し
く

［
視
察
先
：
兵
庫
県
相あ
い

生お
い

市
］

　
子
育
て
応
援
施
策
11
の
鍵

　

子
育
て
支
援
を
市
の
重
要
施
策
の
中
心
に

据
え
、
子
育
て
・
教
育
・
定
住
促
進
の
３
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
11
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
早
期
か
ら
子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
、
特
に
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
給

食
の
完
全
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
奈
良
県
橿か

し

原は
ら

市
］

　

 

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童
発
達
支
援

事
業
所
「
か
し
の
木
園
」

　

教
育
委
員
会
に
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、
子
ど
も
発
達
支
援
課
を
置
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
関
連
機
関
と
の
連
携
が
取

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
や
言
葉
、

行
動
な
ど
の
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
に
応

じ
、
保
護
者
と
共
に
一
人
一
人
が
持
つ
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
幼
児
療
育
教
室
・

相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

７
／
10
▼
７
／
12

１
つ
で
も
多
く

�
取
り
入
れ
た
い

［
視
察
先
：
滋
賀
県
東ひ
が
し
お
う
み

近
江
市
］

　
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

　

特
徴
的
な
の
は
テ
ー
マ
の
設
定
方
法
で
す
。

昨
年
度
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
数
字
」
と
し
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を

決
め
、
活
発
な
意
見
交
換
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。

［
視
察
先
：
奈
良
県
王お

う
じ
ち
ょ
う

寺
町
］

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

 

議
会
報
告
会
・
子
ど
も
議
会

　

第
38
回
全
国
町
村
議
会
議
長
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
10
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。
編
集

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
議
会

だ
よ
り
お
か
が
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、

住
民
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
町
や
地
域
の

課
題
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
今
後
の
議
員
活
動
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、

一
般
質
問
を
１
人
10
分
程
度
で
行
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
大
阪
府
八や

お尾
市
］

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

 

中
学
生
と
市
議
会
の
座
談
会

　

議
会
だ
よ
り
を
１
人
で
も
多
く
の
市
民
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
11
年
３
月

定
例
会
号
か
ら
市
の
広
報
紙
と
合
冊
し
て
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
高
校
の
部

活
動
な
ど
を
取
材
し
た
り
、
中
学
生
と
の
座

談
会
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
近
年
の
18
歳
、
19
歳
の
投
票
率
も
向
上

し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
自
治
体
も
岡
垣
町
議
会
よ
り
も
先
進

的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
で

協
議
し
、１
つ
で
も
多
く
取
り
入
れ
た
い
で
す
。

�

委
員
長　

平
山　

正
法

［
視
察
先
：
奈
良
県
生い

駒こ
ま

市
］

　
地
域
包
括
ケ
ア
に
係
る
高
齢
者
福
祉
事
業

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で

は
、
専
門
職
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身

的
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
元
気
に
な
っ
た
高

齢
者
が
支
援
す
る
側
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
・
学
び
支
援
室

 

「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

　

平
成
13
年
か
ら
不
登
校
生
徒
が
学
校
生
活

に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
小
学
生
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
今
後
の
福
祉
・
高
齢

者
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
に
つ
な
げ
、

誰
も
が
元
気
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

�

委
員
長　

横
山　

貴
子かしの木園職員の皆さんと

15 委員会活動報告



生徒会をまとめている、会長の大田玄徹さん
（写真中）、副会長の佐々木夏美さん（写真右）
と德丸陽大さん（写真左）

岡垣中の良いところは、元気・給
食が美味しい・生徒の意見が学校
生活に反映される・文武両道なん
だって！

Ｑ　�この経験をこれからどのように生かしたいですか。
Ａ　�高校生活でもリーダーシップを発揮し、さまざまな

場面で活躍したいです。
　　�話し合いなどでは、一人一人の意見をしっかりと聞

いて、みんなが納得するような意見を考えていきた
いです。

Ｑ　�岡垣町の好きなところはどこですか。
Ａ　�自然が豊か・地域のつながりが強い・海がある・治

安がいい・フルーツがとれる・公共施設が充実して
いるところです。

Ｑ　�なぜ、生徒会役員になろうと思ったのですか。

Ａ　�先輩たちが全校生徒を引っ張っている姿に感動し、
その舞台に立ちたかったからです。

Ｑ　�生徒会役員をしていて、良かったことや楽しかった
ことはありますか。

Ａ　�生徒会役員みんなで試行錯誤を繰り返しながら何か
を完成させて、全校生徒に喜んでもらえた時や行事
を成し遂げた時の達成感を味わえたことです。

　　�また、自分たちの意見で学校をより良い方向に変え
ることができたことです。

Ｑ　�生徒会役員をしていて、大変だったことはありますか。

Ａ　�22 人の生徒会役員で１つの物事について、500 人
近くの人が納得するような案を出せるように多くの
時間を使って、いろいろな視点から深く考えたこと
です。また、勉強と部活動と生徒会活動の３つをそ
れぞれ頑張らないといけないから大変でした。

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

岡垣中学校生徒会は、会長１人・副会長２人・
書記３人、代議・学習・保健・文化・美化・給
食・体育・部活動委員長２人ずつの合計 22人で
構成しています。活動内容は、毎週金曜日にあ
る挨拶運動（登校してきた生徒に元気よく挨拶）
や、２週間に１回行われる清掃活動（吉木方面・
海老津方面・歩道橋周辺）、月に１回行われる専
門委員会（委員会ごとに集まり、活動の振り返
りや来月の活動内容の説明）です。

登校してくる生徒に元気よく挨拶しています

楽しく清掃活動をしています
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ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

16岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

� ～ 一人一人の意見が尊重される中学校に～

団体紹介：第19回　岡垣中学校生徒会


